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本書はApP1・i　eポLi　n帥i　s…いc　and　L帥9Mge　S　t似dy　S　er　i　esの申の一冊で

あ久．構成は次の通クであ一る。

　第一章　伝統文法一（’Tr　a　d　i　t　i　on　a1．Gr　a㎜a　r）

第二章　構造主義文法（Sけuc　t　u　r　aいs吃Gr　a㎜a　r）

第三章　変形生成文法（Tr　ans　fo　ma　t　i　ona1Gen　e　r　a　t　i　ve　Gr　a㎜aζ）

第四牽　言語学諸麗論、言語記述及び言語教育（L　iηgu　i　sいc　Theo　r　i　e　s．De　s　c　r｛p＿

　　　　　tioΩof　aLang・age．andLanguageT・achi・g）
参考目録　A．一般言語執記述言語学、社会言語学（Gen　e　ra1いn　gu　i　s　t　i　c　s，

　　　　　Descriptive　Linguistics，　Socio1iΩ9uistics）
　　　　　　B。文法的諾モデルの言語教育への応用（ApP1i　c　a　t　i　oηs　of　gram㎜atica1

　　　　　m・d・1・t・La・g・age　t・・chi・g）

　　　　　　0．言語教育テキスト（L舳gMge　t　e　ac　h　i　ng　co　ur　s　eboo　ks）

　著者自身もその序文で明言しているように、単に言語学的成果をその凄重言語教育に持ち込むご

とは大いに検討の余地がある。言語教育に対する一種の間題提起として、本書が読まれることが、

著者の願いであるとも言えよう。したがって、標題のような言語掌諸理論については大ざっぱ在概

観を予ぎわよく重とめたにとど意久第四章を中心にして、言語教育の立場から、教育文法のあり

方を間う点が、本書の特色である。

　重ず伝統文法に関する第一葦では、それが必ずしもすべて排斥されると言うのではないが、書語

教育の立場からみると、あ重りにも古い書きことぱ中心の教材とそれらの文法的潅解説に終始して

いると指摘する。ごのよう看指摘はすでに常識と在っていることで、別に目新しいごとでは在いが、

著者ぱごれを内容と文法の両面からおよそ14項目にわたって列挙する。これらの項目は確かに不

備、不十分在伝統文法の欠陥ではあるが、言語教育の立場からは咳だ研究すべき余地のある文法理

論でもあることを考え潅けれぱ在らない。例えぱ吉典語の文法体系を殆んどその咳重借用したとし

て、著者が不満を述べる格の間題にしても、意味構造を提える場合には、イェスペルセン潅どの説

く外延（eX　te　n　S　i　On）、構造言語学に拾ける構造的意味、更には格文法の理論などの考え方と

比較して、前考が後者の諸理論とは全くかけ離れて教育文法の範ちゅうに入らない文法であるζと

はどうであろうか。

　このようなごとは構造看語学や変形生成文法についても書えるごとであるが、そのよう危個冷の
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文法項富について、青語教芦の立場牟ら＝再鉾討し、再編成するのは教育文法の内容に関する事項で

ある。したがづて著者はとクあえず幸の冬身．な一勢育文法牽＝戸語教育の理論的毛デノレとして捉え、そ

の骨組みを提唱しているのであるべのよう坤え卿峠に・第二辛の蝉甲苧については・

伝統文湊の書きζξば中心の文法が話しζ七ば申心に近い文法とその蕎嘩↑キ琴や？＝てきた点を認

めぺ参る程度の成果があ・ったと述づている。ごの点もすでに以前珍ら指摘され千いるごとであるが竜

その申で著者が特に強調して戸争ことは・従来の言語教育はその変数を言語ただ1つに限gていた

ことが最大の欠陥であるという埠にあ乱著者はごの変数を言語、学習、教授と大貴かに3つに分

けて考えているようである。そうすると・伝統文法では芦雫？丁部・構造言語学では言帯変形生

成文法では言語と学習・そしてご㍗か亭の言語教育は看謂や＝学執教授の3つの変弊全部幸育む半

う鰯的モデ・を教ると言っても舳うト連のパター・を描く弓今ができんト午←チ幸

ら謂帥・学習或は教授にせよ・固定したものでは在1・学間の雫展と郊より坪岬布法

が期待されるものである・したがって・ただ単に特定の変数淀けを中心に遺い牟ける午ξは㌻各変

数馳相互鱒を拾ろそかにすることになってし沽例えば構造静学がスキナブの甲僻

件づけ理論に基づいているからと茸ってド概に糾スキ㍗流の謂理論囎蝉岬戸牝とを

薯者は警戒ずるのである。それと斉亭のも議鮒を変数として考えるからである1勿論芦甲ごそ

看語教育の申心的な変数として考えら枠尋ものではあるが・そg変数を完全に定義し説明しつくし

てからで在ければ、他の変数たる学習や教授をとりあげるごとは時機筒早であると言うような風潮

は改めなければ在ら凌へ変形生成某法の理諦は益々坤象化され・理論その辛のも進展が早くて・

じっくり検討し・検証するだけの時間も凌い程であると著者は指摘するが・．テれでも筒かつ現場に

舳てはとにかくあるべき言語教育の理想を求めて・教師が意欲的に叩に取岬むと㍗姿苧が

大切である。と本警の最後の方で説く著者の言葉には説得力がある。

　変形生成文法は書語教育に対して果たして貢献し得るもの在のであろうか、という疑間は、目本

の場合・特に外国語教育としての英語教育にたずさわっている人たちから投げかけ一宇れ争ものであ

る場合が狐ごの騨に対する解答とも言うぺき1理論の有孕牲・帯畔㍗下はさて
置／として・本書牢亭の終岬分午列挙されている文法事項は亨れ珍戸咋甲辮を考える

に際して参考になることが多いと思われ肌これとあわせて、Owen　Tho岬s†市．O’Neu

の考え方が引押されている牟、著者をはじめ多くの人たちから指摘されている変形生成文法理論の

流動性をも併せ考えることにょづ下＼、苧デ：国の識鮒ず慈わる林ちには考えさせられる点

があるものと言えよう。例えば変形規則め進行と曽語教授のための文の生成と体制についての説明

とは一致していなへと言うような指摘は教育文法の具体的な一項目を成すものと思われ㌫この

ような例は本書の他の章、例えば構造言語学に関する郡分に歩いてももかなり拾い出せるはずであ

る。したがって、それらの講項目をどのように配列し、教授理論に基づいてどう編成するのかと言

うことが当’面の課題となる。

　第匹庫では理論の応用、現代語教瓢今後の課題などについて、問題点を列挙している。前にも

ふれたが、言語教育の立場からは、構造言語教育とか、変形生成文法の言語教育危どと言うものは
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ないのである。言語教育はさ重ざ重な学間分野に拾ける成果を基にして、その上に構築されるはず

のものであると考えることが、著者の指摘を待つ重でもなく当然のことである。したがって言語教

育の変数と言う考え方に塞づく方法論を展開するに際しても、変数そのものを言語教育の範ちゅう

で捉えるごとを確認する’と同時に、変数相互の関連を教育学の範ちゅうで提える必要がある。例え

・ぽ文を単独にとりあげて、それを分析し記述するたけであった今嘆での言語学の方法は不十分であっ

た・として著者が指摘する構造言語学や変形生成文法の言語の捉え方は、言語教育と言う観点からみ

た場含に言えることであって、言語学の立場からはむしろ当然のことである。したがってこれから

の言語教育は、単独在文の分析を更に発展させて、C0㎜mun　i　C　a　t　i　Ve　un　i　t　Sの分析と記述

に書で至ら危ければなら在いとして、著老はいわゆるt　ex　t　g　ra㎜a　rとd1s　co　u　r　s　e

gr　a㎜arの必要を擬唱している。こごに先程述べたよう在間題点、す在わち言語学と言語教育

学、各種の学間分野の応用、．と言うことを確認しなけれぱならないことがわかる。

　応用言語学の立場から言語教育を考えるとなれば本書でとりあげられている社会言語学が意ず最

初の研究対象となる。我が国の外国語教育を考える場合には、Fi　r　t　hやHyme　s。或はOohen

などの説く言語観や言語教育観に共通したごのSOCiO1ingui　S　ti　CSのアプローチが参考になる

はずである。本薯ぽこの点で、’et㎞ography（民族言語学）にもふれているが、今後の言語教育

の方向を定める上で有意義在提言である。その他にも、言語の指示的機能以外の諸機能、subcodes

の習得、Com㎜unicative　ac　ts　の分類例など、看語教育の1つの理論的モデノレを描く場合に

有効在いくつかの要素が列挙苔れている点・有益であ乱socio1in9山s　tic　si　tua　tio皿s．に

応じた学習者のneedSを考慮すぺしとの提言は・とりも在拾さず教育のあり方牽根本から問う問

題でもある点で、本書は言語教育学と教育学そのものとの関違についても1つの課題を提供してい

ると言えよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

編集後記’’

「人文科教育研究」亙を抽とどけし重す◎内容はご覧いただき咳したように、ごとぱとその教育に
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一すO忌揮のない批判を寄せていただきたいと思い重す◎
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